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欧
州
人
権
条
約
と
軍
法
会
議
の
独
立
性
・
公
平
性

―

英
国
軍
法
会
議
に
関
す
る
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
を
素
材
と
し
て―

戸　
　

田　
　

五　
　

郎

は
じ
め
に

欧
州
人
権
条
約
第
六
条
は
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
に
関
わ
る
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
お
り
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
取
り
扱
う
申
立
事

件
に
お
い
て
最
も
し
ば
し
ば
論
点
と
な
る
条
項
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
第
一
項
第
一
文
は

　

  「
す
べ
て
の
者
は
、
そ
の
民
事
上
の
権
利
及
び
義
務
の
決
定
ま
た
は
刑
事
上
の
罪
の
決
定
の
た
め
、
法
律
で
設
置
さ
れ
た
独
立
の
か
つ

　

公
平
な
裁
判
所
に
よ
り
妥
当
な
期
間
内
に
公
正
な
公
開
審
理
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。」

と
規
定
し
て
い
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
「
民
事
上
の
権
利
及
び
義
務
」
及
び
「
刑
事
上
の
罪
」
に
つ
い
て
、
条
約
当
事
国
の
国
内
法
上

の
概
念
と
は
独
立
の
、
条
約
独
自
の
自
律
的
概
念
を
規
定
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
き
て
い（
１
）る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
手
続
法
上
「
民
事
」
事

（474）



211

欧州人権条約と軍法会議の独立性・公平性

件
、「
刑
事
」
事
件
に
分
類
さ
れ
な
い
事
件
に
お
い
て
も
条
約
上
「
民
事
上
の
権
利
及
び
義
務
の
決
定
」「
刑
事
上
の
罪
の
決
定
」
に
あ
た
る

と
解
釈
さ
れ
る
場
合
に
は
条
約
第
六
条
は
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
例
え
ば
医
師
の
開
業
許
可
に
関
す

る
行
政
事
件
が
「
民
事
上
の
権
利
及
び
義
務
の
決
定
」
に
当
た
る
と
さ（
２
）れ
、
軍
隊
内
や
刑
務
所
内
の
懲
戒
手（
３
）続
が
「
刑
事
上
の
罪
の
決
定
」

に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

軍
隊
内
の
懲
戒
手
続
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
し
て
「
エ
ン
ゲ
ル
事
件
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
最
高
軍
事
裁

判
所
の
軍
隊
構
成
員
に
対
す
る
懲
戒
事
件
の
審
理
へ
の
条
約
第
六
条
の
適
用
可
能
性
が
問
題
と
な
っ
た
事（
４
）件
で
あ
る
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所

は
、
上
記
解
釈
を
適
用
の
上
、
五
名
の
申
立
人
の
う
ち
三
名
の
審
理
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
言
及
を
行
っ
た
上
で
第
六
条
の
適
用
を
認

め
、
審
理
が
非
公
開
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
同
第
一
項
の
違
反
を
認
定
し（
５
）た
。

犯
罪
の
性
質
そ
の
も
の
が
よ
り
重
要
な
要
素
と
な
る
。
軍
隊
構
成
員
が
軍
隊
の
運
営
に
関
す
る
法
規
則
に
違
反
す
る
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
り
訴
追
さ

れ
る
場
合
、
国
家
は
原
則
と
し
て
刑
事
法
で
は
な
く
懲
戒
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
は
裁
判
所
は
政
府
に
同
意
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁

判
所
に
よ
る
監
督
は
そ
こ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
所
に
よ
る
監
督
は
、
関
係
個
人
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
刑
罰
の
重
さ
の
程
度
を
も
考
慮

に
入
れ
な
い
と
す
れ
ば
一
般
に
幻
想
と
成
り
果
て
る
で
あ
ろ
う
。
法
の
支
配
を
承
認
す
る
社
会
に
お
い
て
、
刑
罰
と
し
て
自
由
の
剥
奪
が
科
さ
れ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
、
性
質
上
、
執
行
の
期
間
や
態
様
が
個
人
に
不
利
益
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
と
評
価
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、「
刑
事
上
の
」
領
域
に
属
す（
６
）る
。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
い
わ
ゆ
る
特
別
裁
判
所
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
本
事
件
の
場
合
で
い
え
ば
軍
隊
に
お
け

る
懲
戒
法
と
そ
れ
に
関
す
る
事
件
を
審
理
す
る
特
別
裁
判
所
と
し
て
の
軍
法
会
議
の
存
在
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、
そ
こ
で
審
理
さ
れ

る
事
件
が
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
の
「
刑
事
上
の
罪
の
決
定
」
に
該
当
す
る
と
裁
判
所
自
ら
が
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
件
の
手
続
が

第
六
条
の
要
請
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
、
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
き
て
い（
７
）る
。
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と
こ
ろ
で
、
軍
法
会
議
は
軍
隊
機
構
の
一
部
と
し
て
、
い
わ
ば
「
身
内
」
で
あ
る
軍
隊
構
成
員
の
懲
戒
規
則
違
反
事
件
あ
る
い
は
刑
事
事

件
を
審
理
す
る
機
関
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
機
関
に
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
に
基
づ
い
て
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障
を
求
め
ね
ば

な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
最
も
問
題
と
な
り
う
る
の
は
そ
れ
が
「
独
立
か
つ
公
平
な
裁
判
所
」
に
当
た
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
、
軍
隊
と
い
う
組
織
の
性
質
上
、
規
律
と
秩
序
が
第
一
に
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
意
を
体
し
た
軍
法
会
議
構
成
員
が
「
見
せ
し
め
」
的
な

判
断
を
行
う
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
軍
法
会
議
構
成
員
が
上
官
で
あ
る
他
の
構
成
員
あ
る
い
は
部
外
者
に
よ
っ
て
判
断
を
左
右
さ
れ
る
危
険

性
は
、
常
に
否
定
で
き
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

更
に
言
え
ば
、
軍
機
構
に
よ
る
裁
判
は
時
と
し
て
、
国
家
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
文
民
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ

け
、
政
権
が
そ
の
延
命
の
た
め
に
緊
急
事
態
宣
言
を
実
態
と
は
か
け
離
れ
た
か
た
ち
で
恒
常
化
さ
せ
る
場
合
、
こ
れ
は
重
大
な
問
題
と
な

る
。
人
権
条
約
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
もderogation

を
許
さ
れ
な
い
権
利
に
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
含
め

る
べ
き
か
否
か
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
欧
州
人
権
条
約
、
自
由
権
規
約
及
び
米
州
人
権
条
約
は
い
ず
れ
も
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
も

derogation

が
許
さ
れ
な
い
条
項
に
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
に
関
す
る
条
項
を
含
め
て
い
な
い
が
、
当
該
権
利
の
保
障
は
平
常
時
に
お

い
て
よ
り
も
む
し
ろ
緊
急
事
態
に
お
い
て
重
要
と
な
る
と
い
う
意
識
か
ら
、
少
な
く
と
も
当
該
権
利
の
中
核
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
緊
急

事
態
に
お
い
て
も
停
止
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
が
種
々
の
角
度
か
ら
な
さ
れ
て
き
て
い（
８
）る
。
米
州
人
権
条
約
のderogation

条
項

で
あ
る
第
二
七
条
は
、
そ
の
第
二
項
で
緊
急
事
態
に
お
い
て
もderogation

を
許
さ
れ
な
い
権
利
を
列
挙
し
た
上
で
、
そ
れ
に
加
え
て
そ
れ

ら
諸
権
利
の
保
障
に
と
っ
て
不
可
欠
な
「
司
法
的
保
障
」
の
必
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
求
め
ら
れ
た
米

州
人
権
裁
判
所
は
、「
司
法
的
保
障
」
の
中
核
に
独
立
か
つ
公
平
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い（
９
）る
。
欧
州
人

権
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
三
条
（
拷
問
、
非
人
道
的
待
遇･

刑
罰
、
品
位
を
傷
つ
け
る
待
遇
の
禁
止
）
に
か
か
わ
る
判
例
に
お
い

て
、
同
条
は
実
体
的
側
面
だ
け
で
な
く
手
続
的
側
面
を
も
有
す
る
と
し
て
後
者
を
欠
く
場
合
に
違
反
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
条
に
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「
司
法
的
保
障
」
を
読
み
込
む
解
釈
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
自
由
権
規
約
人
権
委
員
会
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
に
採
択
し
た
自
由
権
規
約
第

四
条
に
関
す
る
「
一
般
的
な
性
格
を
有
す
る
意
見
（general com

m
ent

）」
に
お
い
て
、
同
条
に
規
定
さ
れ
る
国
家
の
規
約
上
の
義
務
か

ら
のderogation

の
規
制
は
、
全
体
と
し
て
の
規
約
に
内
包
さ
れ
て
い
る
合
法
性
と
法
の
支
配
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
武

力
紛
争
時
に
お
い
て
は
国
際
人
道
法
の
下
で
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
一
定
の
も
の
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
右
の
諸
原

則
に
よ
り
緊
急
事
態
に
お
い
て
公
正
な
裁
判
の
基
本
的
な
必
要
条
件
の
尊
重
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い（
亜
）る
。
裁
判
機
構
の
独

立
性
と
公
平
性
の
要
請
が
そ
の
よ
う
な
中
核
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
米
州
の
議
論
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

国
際
人
権
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
機
構
の
独
立
性
と
公
平
性
は
、
軍
機
構
に
よ
る
裁
判
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
裁
判
所
に
よ
る
手
続
が
公

正
な
裁
判
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
「
エ
ン
ゲ
ル
事
件
」
で
は
裁
判

手
続
の
非
公
開
性
故
に
違
反
が
認
め
ら
れ
た
が
、
軍
法
会
議
の
独
立
性
と
公
平
性
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
制
度
を
め
ぐ
っ
て
こ
れ
ま
で
主
な

も
の
で
四
件
の
申
立
事
件
が
欧
州
人
権
裁
判
所
に
係
属
し
て
い（
唖
）る
。
二
〇
〇
三
年
暮
れ
に
大
法
廷
判
決
を
含
む
二
つ
の
判
決
が
出
さ
れ
、
一

連
の
事
件
の
人
権
裁
判
所
に
よ
る
処
理
は
一
応
終
了
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
判
決
を
振
り
返
り
、
若
干
の
問
題
点
を
検
討
し

て
み
た
い
。
そ
の
前
に
、
英
国
の
軍
法
会
議
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

註（
１
）　

戸
田
五
郎
「
欧
州
人
権
裁
判
所
に
よ
る
欧
州
人
権
条
約
の
解
釈―

『
欧
州
共
通
標
準
』
の
模
索―

」
国
際
人
権
第
一
一
号
（
二
〇
〇
〇

年
）
一
六―

二
〇
頁
。

（
２
）　

K
önig v. Federal R

epublic of G
erm

any, P
ublications of the E

uropean C
ourt of H

um
an R

ights, Ser. A
, Vol. 27.

（
３
）　

E
ngel and O

thers v. T
he N

etherlands 

（M
erits

）, P
ublications of the E

uropean C
ourt of H

um
an R

ights, Ser.A
, Vol. 22. 

（
４
）　

戸
田
五
郎
「『
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
条
項
の
適
用―

『
エ
ン
ゲ
ル
事
件
』
を
め
ぐ
る
一
試
論―

」
姫
路
法
学
第
二
号
（
一
九
八
九
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年
）
参
照
。

（
５
）　

申
立
人 de W

it, D
ona

及
びSchul

の
三
氏
に
つ
い
て
。Judgm

ent

（M
erits

）, P
ara. 89. 

彼
ら
に
科
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
最
高
刑
は
営
倉
三

月
乃
至
四
月
で
あ
っ
た
。
事
件
名
に
登
場
す
るE

ngel

氏
とV

an der W
iel

氏
の
審
理
に
つ
い
て
は
、
各
々
最
高
刑
が
重
禁
足
二
日
及
び
禁
足
四
日

で
あ
り
、E

ngel

氏
に
つ
い
て
は
刑
期
が
極
め
て
短
期
で
、
既
に
三
日
間
の
重
禁
足
に
服
し
て
お
り
最
高
軍
事
裁
判
所
が
最
高
刑
を
科
し
た
と
し
て

も
更
な
る
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、V

an der W
iel

氏
に
つ
い
て
は
刑
が
自
由
の
剥
奪
を
伴
う
も
の
で
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
刑

事
上
の
罪
の
決
定
」
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。Ibid. P

ara. 85.

（
６
）　

Ibid., Para. 82.

（
７
）　

軍
事
裁
判
が
司
法
シ
ス
テ
ム
一
般
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
連
で
の
議
論
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
国
連
人
権
委
員
会
（C

om
m

ission on H
um

an R
ights

）
の
司
法
シ
ス
テ
ム
の
一
体
性
（integrity of the judicial system

）

に
関
す
る
決
議2003/39, para. 9, 2004/32, para. 7.

（
８
）　

戸
田
五
郎
「
緊
急
事
態
と
刑
事
手
続
の
公
正―

人
権
条
約
のderogation

条
項
を
主
な
素
材
と
し
て―

」
産
大
法
学
第
三
五
巻
三
・
四
号

一―

二
七
頁
。

（
９
）　

Judicial G
uarantees in States of E

m
ergency

（A
rts. 27

（2

）, 25 and 8 of the A
m

erican C
onvention on H

um
an R

ights

）, A
dvisory 

O
pinion O

C
-9/87, O

ctober 6, 1987, Inter-A
m

erican C
ourt of H

um
an R

ights, Series A
, N

o. 9 

（1987

）.

（
10
）　

H
um

an R
ights C

om
m

ittee, G
eneral C

om
m

ent N
o. 29: States of E

m
ergency 

（A
rticle 4

）, 24 July 2001, C
C

P
R

/C
/21/R

ev.1/A
dd. 

11, para. 16.

（
11
）　

C
ase of Findlay v. U

K
, C

ase of M
orris v. U

K
, C

ase of C
ooper v. U

K
, C

ase of G
rieves v. U

K
.

一　

英
国
の
軍
法
会
議
制
度

　

軍
務
に
関
わ
る
犯
罪
と
軍
法
会
議
の
手
続
に
関
す
る
最
初
の
包
括
的
な
制
定
法
は
一
八
八
一
年
の
陸
軍
法
（A

rm
y A

ct 1881

）
で
あ

る（
娃
）が
、
一
九
五
五
年
陸
軍
法
（A

rm
y A

ct 1955

）、
同
空
軍
法
（A

ir F
orce A

ct 1955

）
及
び
一
九
五
七
年
海
軍
懲
戒
法
（N

aval 
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D
iscipline A

ct 1957

）
に
お
い
て
軍
法
会
議
に
関
す
る
規
定
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
軍
法
会
議
の
決
定
の
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
欧
州
人
権
条
約
実
施
機
関
に
お
い
て
軍
法
会
議
制
度
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
右
の
三
制

定
法
を
引
き
継
ぐ
一
九
九
六
年
軍
隊
法
（A

rm
ed F

orces A
ct 1996, 

一
九
九
七
年
四
月
一
日
発
効
）
で
再
び
見
直
し
が
行
わ
れ（
阿
）た
。
後

に
紹
介
す
る
諸
事
件
に
は
一
九
九
六
年
法
以
前
の
制
度
の
下
で
の
も
の
と
以
後
の
制
度
の
下
で
の
も
の
と
が
あ
る
。

軍
法
会
議
は
、
軍
隊
構
成
員
に
よ
る
軍
法
違
反
事
件
及
び
刑
事
事
件
に
管
轄
権
を
有
す
る
。
軍
法
会
議
は
常
設
の
機
関
で
は
な
くad hoc

に
設
置
さ
れ
る
。
陸
軍
及
び
空
軍
で
は
平
時
に
設
置
さ
れ
る
軍
法
会
議
と
し
て
高
等
軍
法
会
議
（G

eneral C
ourt-M

artial. 

五
名
以
上
の

将
校
（
将
校
と
し
て
の
軍
務
経
験
三
年
以
上
。
大
尉
よ
り
下
位
の
者
が
二
名
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
議
長
は
佐
官
以
上
。
法
曹
資
格
は
必

要
と
さ
れ
な
い
）
及
び
法
務
官
（ Judge A

dvocate. 

陸･

空
軍
で
は
法
務
総
監
（Judge A

dvocate G
eneral

）
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
大
法

官
（L

ord C
hancellor

）
に
よ
り
任
命
（
海
軍
で
は
海
軍
法
務
監
（Judge A

dvocate of the F
leet

）
と
海
軍
法
務
長
（C

hief N
aval 

Judge A
dvocate

）
が
任
命
に
関（
哀
）与
）。
法
曹
と
し
て
七
年
以
上
の
経
験
ま
た
は
法
廷
弁
護
士
と
し
て
五
年
以
上
の
経
験
を
必
要
と
す
る
）

で
構
成
。
被
告
人
が
将
校
で
あ
る
事
件
は
必
ず
高
等
軍
法
会
議
が
取
り
扱
う
）
と
地
方
軍
法
会
議
（D

istrict C
ourt-M

artial

、
三
名
以
上

の
将
校
（
将
校
と
し
て
の
軍
務
経
験
二
年
以
上
、
議
長
は
大
尉
以
上
）
及
び
法
務
官
で
構
成
、
禁
固
二
年
を
超
え
る
刑
を
科
す
る
権
限
を
も

た
な
い
）
が
あ
り
、
更
に
戦
時
に
は
戦
地
軍
法
会
議
（F

ield C
ourt-M

artial

）
が
設
置
さ
れ
う
る
が
、
海
軍
で
は
艦
内
で
生
じ
た
事
件
を

迅
速
に
処
理
す
る
必
要
性
か
ら
、
軽
微
な
事
件
は
殆
ど
即
決
で
処
理
さ
れ
る
た
め
地
方
軍
法
会
議
に
当
た
る
も
の
は
な
い
（
海
軍
軍
法
会
議

は
五
名
以
上
九
名
以
下
の
将
校
（
中
尉
以
上
、
議
長
は
大
佐
以
上
）
及
び
法
務
官
で
構（
愛
）成
）。
陸
軍
及
び
空
軍
で
は
軍
法
会
議
常
任
議
長
の

ポ
ス
ト
が
あ
り
、
輪
番
制
に
よ
り
軍
法
会
議
を
担
当
す
る
。
通
常
退
役
を
控
え
た
佐
官
の
最
後
の
ポ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。
法
務
官
は

一
九
九
六
年
法
に
よ
り
軍
法
会
議
の
構
成
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
軍
法
会
議
に
参
画
す
る

が
構
成
員
で
は
な
い
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。
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軍
法
会
議
の
招
集
手
続
は
概
略
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

軍
隊
構
成
員
に
よ
る
軍
法
違
反
事
件
ま
た
は
刑
事
事
件
が
生
ず
る
と
、
そ
の
旨
の
報
告
を
受
け
た
当
該
構
成
員
の
指
揮
官
（C

om
 m

and-

ing O
fficer

）
は
、
上
級
機
関
（H

igher A
uthority

）
に
送
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
級
機
関
は
事
件
を
立
件
し
な
い
か
、
即
決
で
処

理
す（
挨
）る
か
、
訴
追
機
関
（P

rosecuting A
uthority

）
に
送
致
す
る
か
を
決
定
す
る
。
訴
追
機
関
へ
の
送
致
が
行
わ
れ
る
と
、
訴
追
機
関
は

起
訴
の
可
否
、
起
訴
す
る
場
合
の
罪
状
及
び
陸
軍･

空
軍
の
場
合
に
は
招
集
さ
れ
る
べ
き
軍
法
会
議
の
種
類
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
起
訴
の

決
定
が
行
わ
れ
る
と
、
軍
法
会
議
の
招
集
は
陸･

空
軍
で
は
裁
判
局
（C

ourt Service

）
が
行
い
（
二
〇
〇
一
年
初
頭
ま
で
は
退
役
将
校

で
構
成
さ
れ
る
軍
法
会
議
運
営
事
務
所
（C

ourt M
artial A

dm
inistration O

ffice

）
が
担
当
し
て
い
た
）、
海
軍
で
は
海
軍
裁
判
所
運
営

官
（the N

aval C
ourt A

dm
inistration O

fficer

）
が
行
う
。
い
ず
れ
も
軍
法
会
議
の
日
時
、
場
所
な
ど
を
設
定
し
、
法
務
官
そ
の
他
必

要
な
裁
判
所
構
成
員
、
証
人
の
出
廷
等
を
確
保
す
る
。

招
集
手
続
は
、
一
九
九
六
年
法
に
よ
っ
て
大
き
く
改
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
来
は
、
右
の
手
続
は
す
べ
て
招
集
官
（C

onvening 

O
fficer

）
が
取
り
仕
切
っ
て
お
り
、
ま
た
招
集
官
は
確
認
官
（C

onfirm
ing O

fficer

）
と
し
て
軍
法
会
議
の
決
定
に
確
認
を
与
え
る
（
確

認
が
行
わ
れ
て
始
め
て
決
定
は
有
効
と
な
る
）
権
限
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
法
務
官
は
軍
法
会
議
に
同
席
は
す
る
が
そ
の
構
成
員
と
は
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
一
九
九
六
年
改
正
は
、
招
集
官
の
一
身
に
集
中
し
て
い
た
権
限
乃
至
機
能
を
前
段
落
の
よ
う
な
か
た
ち
で
分
散
す
る
こ
と

に
主
眼
が
置
か
れ
た
と
言
っ
て
よ
く
、
当
該
改
正
に
は
後
述
の
、
欧
州
人
権
裁
判
所
で
争
わ
れ
た
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
が
影
響
を
与
え
て

い（
姶
）た
。

審
理
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
法
務
官
は
法
的
な
助
言
を
行
い
、
評
決
の
た
め
に
会
議
構
成
員
が
退
席
す
る
前
に
審
理
を
口
頭
で
要
約
す

る
。
評
決
は
法
務
官
を
除
く
会
議
構
成
員
の
間
で
、
多
数
決
で
行
わ
れ
、
可
否
同
数
の
場
合
の
決
定
投
票
権
は
議
長
が
有
す
る
。
有
罪
の
評

決
が
な
さ
れ
た
後
の
量
刑
判
決
の
審
議
と
投
票
に
は
、
法
務
官
も
参
加
す
る
。
評
決
、
判
決
の
た
め
の
審
議
の
際
に
は
、
会
議
構
成
員
は
階
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級
が
下
位
の
者
か
ら
順
に
発
言
を
求
め
ら
れ
る
。
議
長
は
判
決
理
由
を
述
べ
る
。

有
罪
の
評
決
と
判
決
は
す
べ
て
審
査
機
関
（R

eview
ing A

uthority, 

慣
行
上
軍
務
局
長
直
属
の
上
級
将
校
）
が
審
査
す
る
。
審
査
機
関

は
審
査
に
当
た
り
法
務
総
監
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
助
言
を
受
け
、
そ
れ
は
被
告
人
に
開
示
さ
れ
る
。
審
査
機
関
は
あ
ら
ゆ
る
有
罪
評
決
、
判
決

を
破
棄
し
、
あ
る
い
は
有
罪
認
定
を
行
い
、
判
決
に
つ
い
て
は
原
審
よ
り
も
重
く
な
い
限
り
に
お
い
て
自
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
査
機

関
は
理
由
を
付
し
た
決
定
を
行
い
、
そ
の
評
決
と
判
決
は
軍
法
会
議
が
行
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

有
罪
評
決
と
判
決
に
対
し
て
は
軍
法
会
議
控
訴
裁
判
所
（C

ourt-M
artial A

ppeal C
ourt, 

控
訴
院
刑
事
部
の
裁
判
官
で
構
成
）
へ
の
控

訴
が
可
能
で
あ
る
。
控
訴
は
当
該
裁
判
所
が
、
有
罪
評
決
が
妥
当
で
な
い
と
認
定
し
た
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
、
当
該
裁
判
所
は
軍
法
会
議

で
提
出
、
尋
問
さ
れ
な
か
っ
た
証
拠
と
証
人
を
要
請
す
る
権
限
を
有
す
る
。

註（
12
）　

Jam
es W

. R
ant, C

ourts-M
artial, D

iscipline, and the C
rim

inal P
rocess in the A

rm
ed Services, O

xford U
niversity P

ress, 2003 

（H
ereinafter R

ant 

（2003

））, p. 5. 

（
13
）　

Jam
es W

. R
ant, T

he B
ritish C

ourts-M
artial System

: It A
in ’t B

roke, B
ut It N

eeds Fixing, M
ilitary L

aw
 R

eview, Vol. 152 

（1996

）, 
pp. 179-188 

（H
ereinafter R

ant 

（1996

））.

（
14
）　

R
ant 

（2003

）, pp. 321-322.

（
15
）　

Ibid., p. 20.

（
16
）　

二
〇
〇
〇
年
軍
隊
懲
戒
法
（A

rm
ed F

orces D
iscipline A

ct 2000
）
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
即
決
処
理
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て

も
、
即
決
控
訴
裁
判
所
（Sum

m
ary A

ppeals C
ourt.

法
務
官
と
将
校
二
名
で
構
成
。
法
律
問
題
に
つ
い
て
は
高
等
法
院
へ
の
上
告
可
能
）
へ
の

控
訴
が
可
能
と
な
っ
た
。

（
17
）　

R
ant 

（1996

）, pp. 182-188.

（481）
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二　

欧
州
人
権
裁
判
所
の
諸
判
例

１　

 

フ
ィ
ン
ド
レ
イ
対
英
国
事
件
（C

ase of Findlay v. The U
nited K

ingdom
, A

pplication no. 22107/93, 

欧
州
人
権
裁
判
所

一
九
九
七
年
二
月
二
五
日
判
決
）

事
実申

立
人
は
英
国
陸
軍
構
成
員
。
一
九
八
二
年
に
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
戦
争
に
参
加
し
た
経
験
に
よ
る
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（P

T
SD

）

の
た
め
精
神
的
に
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
九
八
七
年
に
は
訓
練
中
、
背
中
に
軍
務
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の
重
傷
を
負
い
、

精
神
的
に
更
な
る
打
撃
を
受
け
た
。
一
九
九
〇
年
に
伍
長
と
し
て
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
隊
に
配
属
さ
れ
た
が
、
当
地
で
飲
酒
の
上
発
砲
事
件

を
起
こ
し
、
逮
捕
さ
れ
た
。

申
立
人
の
事
件
は
高
等
軍
法
会
議
（
招
集
官
（
陸
将
補
）
の
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
一
日
付
け
命
令
に
よ
り
招
集
（
議
長
（
大
佐
）
の
他

名
の
将
校
（
中
佐
、
少
佐
、
大
尉
二
名
）
で
構
成
。
招
集
官
が
任
命
）、
法
務
官
が
同
席
）
で
審
理
さ
れ
た
。
申
立
人
が
有
罪
を
認
め
た
た

め
軍
法
会
議
は
量
刑
の
判
断
（
軍
法
会
議
構
成
員
と
法
務
官
の
合
議
に
よ
る
）
の
み
を
行
い
、
禁
固
二
年
、
兵
卒
へ
の
階
級
変
更
等
の
決
定

（
理
由
は
付
さ
れ
ず
）
が
下
さ
れ
た
。
申
立
人
は
確
認
官
に
減
刑
の
請
願
を
行
っ
た
が
奏
功
せ
ず
、
決
定
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
確
認
さ

れ
た
。
審
査
機
関
の
決
定
は
確
認
官
の
決
定
と
同
様
法
務
総
官
事
務
所
か
ら
助
言
を
得
て
行
わ
れ
た
が
、
決
定
に
は
理
由
は
付
さ
れ
ず
、
助

言
の
内
容
は
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
申
立
人
は
審
査
機
関
、
更
に
高
等
法
院
の
合
議
法
廷
（D

ivisional C
ourt

）
に
審
査
を
申
し
立
て
た

が
、
手
続
に
違
法
性
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
棄
却
さ
れ
た
。

申
立
人
は
一
九
九
三
年
五
月
二
八
日
、
彼
を
裁
い
た
軍
法
会
議
が
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
に
違
反
し
て
い
る
な
ど
と
主
張
し
て
欧
州

（482）
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人
権
委
員
会
に
申
立
を
行
っ
た
。
委
員
会
は
一
九
九
五
年
二
月
二
三
日
受
理
決
定
、
一
九
九
五
年
九
月
五
日
付
で
報
告
書
を
作
成
し
た
。
報

告
書
に
お
い
て
委
員
会
は
、
軍
法
会
議
の
手
続
に
お
い
て
招
集
官
が
訴
追
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
軍
法
会
議
構
成
員
は
全
て
招

集
官
よ
り
階
級
が
下
位
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
招
集
官
が
確
認
官
と
し
て
も
行
動
し
て
お
り
、
確
認
官
に
よ
る
確
認
に
よ
っ
て
初
め
て
軍
法

会
議
の
決
定
が
効
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
注
目
し
、
申
立
人
が
独
立
か
つ
公
平
な
法
廷
に
お
い
て
公
正
な
審
理
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
と
し
て
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
の
違
反
あ
り
と
い
う
意
見
を
表
明
し（
逢
）た
。
本
件
は
同
年
一
二
月
八
日
、
委
員
会
に
よ
り
欧
州
人

権
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
。

判
決
要
旨

本
件
は
申
立
人
の
「
刑
事
上
の
罪
」
の
決
定
を
含
む
も
の
で
あ
る
た
め
、
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
。

申
立
人
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
軍
法
会
議
の
構
成
員
は
招
集
官
に
直
接
に
服
属
し
、
か
つ
招
集
官
は
訴
追
官
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
故

に
、
ま
た
、
決
定
に
関
わ
る
者
が
法
曹
と
し
て
の
資
格
乃
至
経
験
を
有
し
て
い
な
い
が
故
に
、
軍
法
会
議
は
「
独
立
か
つ
公
平
な
裁
判
所
」

た
り
え
な
い
。
裁
判
所
が
「
独
立
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
か
否
か
を
決
す
る
に
は
、
そ
の
構
成
員
の
任
命
の
態
様
、
任
期
、
外
部
か
ら
の

圧
力
に
対
す
る
防
壁
の
存
在
の
有
無
、
及
び
、
当
該
機
関
が
独
立
の
外
観
を
有
し
て
い
る
か
否
か
が
基
準
と
な
る
。「
公
平
」
の
要
請
に
つ

い
て
は
、
主
観
的
な
側
面
と
し
て
、
裁
判
所
が
個
人
的
な
偏
見
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
客
観
的
な
側
面
と
し
て
、
正
当
な
疑

義
を
排
除
す
る
に
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ（
葵
）る
。
裁
判
所
の
独
立
性
の
基
準
と
、
公
平
性
の
客
観
的
側
面
は
密
接

に
関
連
し
て
い
る
の
で
、
両
者
を
併
せ
て
検
討
す
る
。

申
立
人
の
軍
法
会
議
に
お
い
て
、
招
集
官
は
訴
因
の
決
定
、
軍
法
会
議
の
招
集
、
会
議
構
成
員
と
訴
追
官
、
防
御
官
の
任
命
な
ど
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
ま
た
訴
追
官
と
法
務
官
に
証
拠
の
摘
要
を
送
付
し
、
訴
追
側
の
証
人
及
び
「
合
理
的
な
要
請
に
基
づ
く
」
弁
護
側

証
人
の
出
廷
を
確
保
す
る
機
能
も
有
し
て
い
た
。
更
に
、
訴
追
官
が
被
告
人
か
ら
の
、
よ
り
軽
い
罪
で
の
訴
追
の
要
請
を
受
諾
す
る
際
に
は
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招
集
官
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
委
員
会
と
同
様
、
申
立
人
の
軍
法
会
議
に
お
い
て
招
集
官
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
か
つ
訴
追
側

と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
認
め
る
。
そ
れ
故
に
、
軍
法
会
議
構
成
員
が
招
集
官
か
ら
十
分
に
独
立
し
て
い
た
の
か
否
か
、
ま
た
独
立

性
の
客
観
的
な
保
証
が
あ
っ
た
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
裁
判
所
と
し
て
は
委
員
会
と
同
様
、
軍
法
会
議
の
全
構
成
員
が
階
級
に
お
い

て
招
集
官
よ
り
も
下
位
で
あ
り
、
議
長
を
含
む
そ
の
多
く
が
命
令
系
統
上
招
集
官
に
直
属
し
て
い
る
か
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
招

集
官
が
審
理
前
に
お
い
て
も
審
理
中
に
お
い
て
も
軍
法
会
議
を
解
散
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
軍
法
会
議

の
独
立
性
と
公
平
性
に
対
す
る
申
立
人
の
疑
義
は
客
観
的
に
正
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、
招
集
官
が
確
認
官
と
し
て
も
機
能
し
て

お
り
、
確
認
官
に
よ
る
確
認
な
し
に
は
軍
法
会
議
の
決
定
は
効
力
を
持
ち
得
な
い
こ
と
は
、
お
よ
そ
「
裁
判
所
」
た
る
も
の
は
非
司
法
機
関

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
得
な
い
拘
束
力
あ
る
決
定
を
行
う
権
能
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
広
く
受
諾
さ
れ
て
い
る
原
則

に
反
す
る
。
ま
た
こ
の
根
本
的
な
欠
陥
は
法
務
官
の
関
与
に
よ
っ
て
も
修
復
さ
れ
得
な
い
。
法
務
官
自
ら
は
軍
法
会
議
の
構
成
員
で
は
な

く
、
ま
た
法
務
官
の
助
言
は
公
開
の
場
で
は
行
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
申
立
人
は
審
査
手
続
及
び
上
訴
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
申
立
人
の
審
理
は
国
内
法
上
も
欧
州
人
権
条
約
上
も
「
刑
事
上
」
に
分
類
さ
れ
る
重
大
な
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
申
立
人
は
第

一
審
か
ら
第
六
条
一
項
に
合
致
す
る
裁
判
所
で
審
理
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ（
茜
）る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
裁
判
所
は
第

六
条
一
項
の
違
反
を
認
定
す
る
（
全
員
一
致
）。

２　

 

モ
リ
ス
対
英
国
事
件
（C

ase of M
orris v. The U

nited K
ingdom

, A
pplication no. 38784/97, 

欧
州
人
権
裁
判
所
第
三
小
法

廷
二
〇
〇
二
年
二
月
二
六
日
判
決
）
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事
実申

立
人
は
陸
軍
近
衛
騎
兵
隊
に
所
属
し
て
い
た
が
、
不
許
可
軍
務
離
脱
に
よ
り
地
方
軍
法
会
議
に
訴
追
さ
れ
た
。
申
立
人
は
、
近
衛
騎
兵

隊
配
属
後
上
官
か
ら
い
じ
め
を
受
け
て
お
り
、
肉
体
的
危
害
を
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
か
ら
軍
務
を
離
脱
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

軍
法
会
議
は
一
九
九
七
年
五
月
二
八
日
に
開
廷
さ
れ
た
。
既
述
の
一
九
九
六
年
改
正
後
の
事
件
で
あ
る
た
め
、
軍
法
会
議
に
は
文
民
で
あ

る
法
務
官
が
構
成
員
と
し
て
参
加
し
た
（
そ
の
他
の
構
成
員
は
常
任
議
長
（
工
兵
中
佐
）
と
大
尉
二
名
。
各
々
申
立
人
と
は
命
令
系
統
を
異

に
し
た
者
が
選
ば
れ
た
）。
申
立
人
は
無
罪
を
主
張
し
た
が
、
禁
固
九
月
と
軍
籍
剥
奪
の
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
本
件
は
一
九
九
六
年
改

正
以
後
の
軍
法
会
議
制
度
が
再
び
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
の
下
で
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。

判
決
要
旨

軍
隊
構
成
員
の
裁
判
の
た
め
に
全
部
あ
る
い
は
一
部
が
軍
人
で
構
成
さ
れ
た
裁
判
所
を
用
い
る
と
い
う
慣
行
が
多
く
の
当
事
国
に
お
い
て

根
付
い
て
い
る
が
、
軍
事
裁
判
所
が
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
独
立
か
つ
公
平
な
裁
判
所
た
り
得
る
こ
と
は
、
エ
ン
ゲ

ル
事
件
判
決
な
ど
の
判
例
法
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
は
独
立
性
と
公
平
性
を
保
障
す
る
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合

に
限
ら
れ
る
。
先
の
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
判
決
で
は
、
本
裁
判
所
は
当
時
の
英
国
軍
法
会
議
制
度
に
お
い
て
招
集
官
に
過
度
に
権
限
が
集
中

し
て
い
た
こ
と
を
懸
念
し
て
条
約
違
反
認
定
を
行
っ
た
。
一
九
九
六
年
に
行
わ
れ
た
改
正
は
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
で
裁
判
所
が
表
明
し
た
懸

念
に
か
な
り
の
程
度
答
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
招
集
官
と
確
認
官
は
廃
止
さ
れ
て
各
々
が
負
っ
て
い
た
役
割
は
分
割
さ
れ
た
。
訴
追
に
関
わ

る
機
能
は
現
行
制
度
で
は
上
官
と
訴
追
官
が
担
い
、
軍
法
会
議
の
招
集
と
会
議
構
成
員
の
任
命
は
陸
軍
裁
判
局
（
前
軍
法
会
議
運
営
局
）
の

任
務
と
な
っ
て
い
る
。
法
務
官
は
軍
法
会
議
の
構
成
員
と
な
り
、
開
廷
後
の
会
議
の
解
散
権
を
有
し
、
量
刑
判
決
の
審
議
に
投
票
権
を
持
っ

て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
訴
追
官
が
軍
で
は
な
く
法
務
長
官
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
照
ら
し
、
現
行
制
度
は
十

分
な
独
立
性
の
保
障
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
申
立
人
の
軍
法
会
議
の
審
理
に
当
た
っ
た
者
が
集
合
的
に
独
立
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か
つ
公
平
な
裁
判
所
を
構
成
し
て
い
た
か
否
か
の
問
題
は
な
お
残
っ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
イ
ン
カ
ル
対
ト
ル
コ
事
件
（C

ase of Incal v. 

Turkey
（
ト
ル
コ
の
国
家
安
全
裁
判
所
（N

ational Security C
ourt

）
で
の
文
民
の
裁
判
に
関
す
る
事
件
））
に
お
い
て
、
国
家
安
全
裁
判

所
構
成
員
に
軍
人
裁
判
官
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
同
裁
判
所
の
独
立
性
と
公
平
性
の
保
障
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
軍
人
裁
判

官
は
文
民
裁
判
官
と
同
様
の
訓
練
を
経
て
お
り
、
裁
判
官
と
し
て
文
民
裁
判
官
と
同
様
の
憲
法
上
の
保
護
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
が
、
同
判
決
で
は
別
の
側
面
か
ら
、
軍
人
裁
判
官
の
独
立
性
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
陸
軍
に
籍
を
置

く
現
役
将
校
で
あ
り
、
陸
軍
の
軍
法
と
懲
戒
に
服
し
、
そ
の
任
命
に
関
わ
る
決
定
は
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
行
政
当
局
と
陸
軍
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
。

本
件
に
お
い
て
ま
ず
任
命
の
仕
方
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
本
件
の
軍
法
会
議
構
成
員
の
選
任
は
軍
法
会
議
運
営
局
が
行
っ
た
が
、
選
任

に
当
た
っ
て
陸
軍
の
上
級
指
揮
官
か
ら
影
響
を
被
ら
な
い
よ
う
に
す
る
明
確
な
保
障
措
置
が
な
い
こ
と
に
は
懸
念
が
あ
る
も
の
の
、
本
件
に

お
い
て
か
よ
う
な
影
響
力
が
及
ぼ
さ
れ
た
証
拠
は
な
い
。
従
っ
て
、
裁
判
所
は
本
件
の
軍
法
会
議
構
成
員
の
選
任
に
お
い
て
独
立
性
を
疑
わ

し
め
る
要
素
は
な
か
っ
た
と
認
定
す
る
。

外
部
か
ら
の
圧
力
に
対
す
る
防
止
措
置
に
つ
い
て
は
、
常
任
議
長
と
そ
の
他
の
二
名
の
構
成
員
の
地
位
を
各
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

（
法
務
官
の
独
立
性
に
つ
い
て
は
申
立
人
は
疑
義
を
提
起
し
て
い
な
い
）。
常
任
議
長
の
地
位
は
エ
ン
ゲ
ル
事
件
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
最
高

軍
事
裁
判
所
の
軍
人
裁
判
官
の
そ
れ
と
似
通
っ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
事
件
に
お
い
て
軍
事
裁
判
所
を
独
立
且
つ
公
平
と
認
定
す
る
に
当
た

り
、
本
裁
判
所
は
、
軍
人
裁
判
官
が
通
常
軍
務
に
お
い
て
最
後
の
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
裁
判
官
と
し
て
の
機
能
に
お
い
て
彼
ら
が
上
級
当
局
の

指
揮
の
下
に
な
い
と
い
う
事
実
に
着
目
し
た
。
た
だ
、
常
任
議
長
は
解
任
が
制
度
上
可
能
で
あ
り
、
そ
の
点
で
法
律
の
身
分
保
障
は
公
式
に

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
申
立
人
は
そ
れ
を
欠
く
限
り
に
お
い
て
常
任
議
長
は
独
立
性
を
欠
く
と
主
張
し
て
い
る
が
、
解
任
の
例
は
こ
れ
ま
で

一
件
も
な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
上
の
身
分
保
障
は
な
さ
れ
て
い
る
と
認
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
直
ち
に
独
立
性
が
欠
け
て
い
る
と
結

（486）



223

欧州人権条約と軍法会議の独立性・公平性

論
す
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
常
任
議
長
が
将
来
の
陸
軍
に
お
け
る
昇
進
に
配
慮
す
る
必
要
が
な
く
陸
軍
の
懲
戒
の
対
象
で
は
な
い
ポ
ス
ト

で
あ
る
こ
と
は
、
常
任
議
長
の
存
在
が
本
来
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
軍
法
会
議
の
独
立
性
を
保
障
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
他
の
二
名
の
構
成
員
は
純
粋
に
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
任
命
さ
れ
、
審
理
の
終
了
後
は
通
常
の
軍
務
に
戻
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
任
命
が
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち
に
、
軍
法
会
議
の
構
成
上
の
独
立
性
に
疑
義
が
生

ず
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
本
件
に
お
い
て
は
外
部
か
ら
の
圧
力
に
対
す
る
防
止
措
置
が
そ
れ
だ
け
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
右
の
よ
う
な

常
任
議
長
の
存
在
と
、
一
九
九
六
年
改
正
以
後
正
式
の
構
成
員
と
な
っ
た
法
務
官
の
存
在
は
、
一
定
の
防
止
措
置
と
し
て
働
い
て
い
る
と
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
相
対
的
に
低
い
階
級
の
現
役
将
校
に
対
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
圧
力
を
排
除
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
特
に
裁
判
所
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
将
校
が
法
的
訓
練
を
経
て
お
ら
ず
、
陸
軍
の
軍
法
と
懲
戒
に
服
し
、
外
部
か
ら
の
影
響
力
に
服
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
制
定
法
上
そ
の
他
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
。
こ
の
こ
と
は
本
件
の
よ
う
に
訴
因
が
直
接
軍
規
違

反
を
伴
う
場
合
に
特
に
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
軍
法
会
議
の
軍
人
構
成
員
の
地
位
は
か
よ
う
な
圧
力
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い

文
民
陪
審
員
と
一
般
的
に
同
様
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

審
査
機
関
の
役
割
に
関
す
る
申
立
人
の
主
張
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
、
非
司
法
当
局
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
え
な
い
拘
束
力
あ
る
決
定
を
行

う
権
限
が
、「
裁
判
所
」
の
概
念
そ
の
も
の
に
内
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
想
起
す
る
。
こ
の
原
則
は
独
立
性
の
構
成
部
分
と
も
み
な
し

う
る
。
本
件
に
お
い
て
は
申
立
人
の
評
決
と
判
決
は
自
動
的
に
審
査
機
関
に
よ
り
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
裁
判
所
は
、
審
査
機

関
が
軍
法
会
議
の
有
罪
評
決
及
び
量
刑
判
決
を
破
棄
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
有
罪
の
認
定
を
行
い
、
量
刑
決
定
を
行
う
権
限

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
非
司
法
当
局
で
あ
る
審
査
機
関
が
こ
の
よ
う
な
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
軍
法
会
議
の
独
立
性
を
損

な
う
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
裁
判
所
は
申
立
人
の
疑
義
は
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
る
と
思
料
す
る
（
全
員
一
致
）。

（487）
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ク
ー
パ
ー
対
英
国
事
件
（C

ase of C
ooper v. The U

nited K
ingdom

, A
pplication no. 48843/99, 

二
〇
〇
三
年
一
二
月

一
六
日
欧
州
人
権
裁
判
所
大
法
廷
判
決
）

事
実申

立
人
は
英
国
空
軍
所
属
。
一
九
九
八
年
二
月
一
八
日
、
空
軍
地
方
軍
法
会
議
に
よ
り
窃
盗
の
罪
で
禁
固
五
六
日
、
兵
卒
へ
の
階
級
変
更

等
の
判
決
を
下
さ
れ
た
。
当
該
軍
法
会
議
は
常
任
議
長
（
中
佐
）
と
二
名
の
将
校
（
常
任
議
長
よ
り
も
階
級
は
下
位
）
及
び
法
務
官
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た
。
同
年
四
月
三
日
付
書
簡
で
審
査
機
関
は
、
法
務
総
監
の
助
言
を
受
け
た
上
で
軍
法
会
議
の
判
断
に
変
更
な
し
と
通
知
、
申

立
人
は
軍
法
会
議
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が
翌
年
二
月
五
日
に
棄
却
さ
れ
た
。
欧
州
人
権
裁
判
所
で
は
本
件
は
当
初
第
四
小
法
廷
に
係
属

し
た
が
、
欧
州
人
権
条
約
第
三
〇
条
に
基
づ
き
大
法
廷
に
管
轄
が
委
譲
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
モ
リ
ス
事
件
判
決
が
出
さ
れ
た
時
点
で
、
一
件
の
空
軍
軍
法
会
議
の
独
立
性
を
争
う
事
件
が
貴
族
院
に
係
属
し
て
い
た

（R
. v. B

oyd and O
thers

）。
上
告
人
は
軍
法
会
議
の
手
続
が
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
に
違
反
す
る
と
い
う
主
張
を
行
っ
て
い
た
。

モ
リ
ス
判
決
か
ら
約
五
ヶ
月
後
の
二
〇
〇
二
年
七
月
一
八
日
に
貴
族
院
は
上
告
を
棄
却
し
た
。
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
と
の
関
連
で
生
じ

た
問
題
に
つ
い
て
決
定
す
る
裁
判
所
は
欧
州
人
権
条
約
実
施
機
関
の
判
決
等
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
一
九
九
八
年

人
権
法
（H

um
an R

ights A
ct 1998

）
第
二
条
一
項
に
基
づ
い
て
モ
リ
ス
判
決
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
も
、
欧
州
人
権
裁
判
所
と
は
逆
の
結

論
に
至
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
判
決
中
随
所
に
モ
リ
ス
判
決
に
対
す
る
批
判
が
見
ら
れ
た
。
本
件
が
判
例
変
更
の
必
要
性
を
検
討
す
る

た
め
に
大
法
廷
で
審
理
さ
れ（
穐
）る
こ
と
と
な
っ
た
背
景
に
こ
の
国
内
判
決
が
あ
っ
た
。
こ
の
判
決
は
本
件
判
決
に
関
連
す
る
事
実
の
一
部
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
以
下
に
要
約
す
る
。

コ
ー
ン
ヒ
ル
判
事―

議
長
と
法
務
官
以
外
の
軍
法
会
議
構
成
員
の
独
立
性
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
陸
軍
の
軍
法
と
懲
戒
に
服
す
る
こ
と
は

（488）
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事
実
だ
が
、
構
成
員
の
司
法
的
判
断
に
つ
い
て
懲
戒
の
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
証
拠
は
な
く
、
彼
ら
が
評
決
、
判
決
の
審
議
に
つ
い
て
守
秘

義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
そ
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
モ
リ
ス
判
決
で
は
審
査
機
関
に
対
し
て
批
判

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
審
査
機
関
の
機
能
は
確
か
に
変
則
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
審
査
機
関
に
よ
る
評
決･

判
決
の
審
査
は
、
被
告
人
の
要

請
に
基
づ
く
と
否
と
を
問
わ
ず
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
に
の
み
働
く
の
で
あ
り
、
審
査
機
関
は
よ
り
重
い
罪
に
つ
い
て
有
罪
を
宣
告
す
る

こ
と
は
で
き
ず
ま
た
よ
り
重
い
と
判
断
す
る
量
刑
を
宣
告
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
被
告
人
は
不
服
が
あ
れ
ば
軍
法
会
議
控
訴
裁
判
所
に
控

訴
で
き
る
し
、
審
査
機
関
が
介
在
す
る
こ
と
で
被
告
人
の
控
訴
の
権
利
が
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
軍
法
会
議
が
そ
れ
自
体
独
立

か
つ
公
平
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
審
査
機
関
は
そ
の
こ
と
を
修
復
で
き
る
立
場
に
な
い
が
、
他
方
で
審
査
機
関
が
軍
法
会
議
の
独
立
性
を
損

な
う
と
い
う
の
は
理
解
で
き
な
い
。

ロ
ジ
ャ
ー
判
事―

文
民
裁
判
で
陪
審
員
は
そ
れ
な
り
の
偏
見
を
有
し
て
い
る
が
、
宣
誓
と
裁
判
官
の
指
導
と
で
そ
れ
は
補
え
る
と
一
般

に
国
内
法
上
も
人
権
裁
判
所
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
軍
法
会
議
構
成
員
は
量
刑
判
決
に
加
わ
る
点
で
一
般
の
陪
審
員
と
異
な
る

が
、
そ
れ
は
法
務
官
の
助
言
に
基
づ
く
も
の
で
、
ま
た
法
務
官
も
投
票
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
モ
リ
ス
判
決
は
軍
法
会
議
構
成

員
が
法
的
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
点
を
重
大
な
欠
陥
と
見
て
い
る
よ
う
だ
が
、
エ
ン
ゲ
ル
事
件
で
は
構
成
員
六
名
の
う
ち
四
名
が
法

的
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
オ
ラ
ン
ダ
最
高
軍
事
裁
判
所
が
独
立
且
つ
公
平
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
欧
州
人
権
裁
判
所
は
議
長
以
外
の
構

成
員
が
軍
法
と
懲
戒
に
服
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
重
要
と
見
て
い
る
が
、
そ
れ
は
全
て
の
現
役
軍
人
に
共
通
の
こ
と
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ

最
高
軍
事
裁
判
所
の
軍
人
構
成
員
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
審
査
機
関
は
変
則
的
存
在
で
あ
り
、
裁
判
所
で
な
い
も
の
が

刑
事
裁
判
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
人
権
裁
判
所
は
懸
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
審
査
機
関
の
存
在
が
軍
法
会
議
の
決
定
に
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
格
別
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
何
故
に
審
査
機
関
の
存
在
が
軍
法
会
議
の
独
立
性
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
の
か
理
解

で
き
な
い
。
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判
決
要
旨

当
事
者
は
陸
軍
と
空
軍
の
軍
法
会
議
に
適
用
さ
れ
る
規
則
の
枠
組
み
は
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
い
う
点
で
合
意
し
て
い
る
。
政
府
は
ボ

イ
ド
事
件
貴
族
院
判
決
に
依
拠
し
、
通
常
構
成
員
の
独
立
性
と
審
査
機
関
の
機
能
に
関
し
て
モ
リ
ス
判
決
に
反
論
し
て
い
る
。
大
法
廷
は
モ

リ
ス
判
決
の
各
論
点
を
検
討
し
、
変
更
の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審
理
す
る
。

法
務
官
及
び
常
任
議
長
以
外
の
軍
法
会
議
構
成
員
の
独
立
性
に
関
し
、
ま
ず
、
任
命
の
仕
方
を
理
由
と
し
て
そ
の
独
立
性
を
疑
う
理
由
は

な
い
。
他
方
で
大
法
廷
は
任
命
が
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（
彼
ら
は
軍
法
会
議
の
後
直
ち
に
通
常
の
軍
務
に
復
帰
す
る
）

及
び
彼
ら
の
階
級
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
に
留
意
す
る
。
任
命
が
ア
ド
ホ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
と
階
級
が
そ
れ
自
体
独
立
性
を
損
な
う
と
は
い

え
な
い
が
、
モ
リ
ス
事
件
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
要
素
は
こ
れ
ら
の
将
校
に
対
し
外
部
か
ら
の
圧
力
が
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
特
に
強
力
な
措
置
を
要
求
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
リ
ス
判
決
に
お
い
て
小
法
廷
は
法
務
官
及
び
常
任
議
長
の
存

在
、
評
決
及
び
判
決
の
審
議
の
非
公
開
性
、
同
審
議
に
お
い
て
最
も
階
級
の
低
い
構
成
員
か
ら
順
に
発
言
し
、
投
票
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
大
法
廷
も
同
意
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
法
廷
は
モ
リ
ス
事
件
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
保
障
措
置
が
外
部
か

ら
の
圧
力
の
危
険
を
排
除
す
る
に
十
分
な
も
の
で
は
な
い
と
、
以
下
の
三
つ
の
要
素
を
理
由
と
し
て
結
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
将
校

が
法
的
訓
練
を
経
て
い
な
い
こ
と
、
彼
ら
が
外
部
の
影
響
に
服
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
法
律
上
そ
の
他
の
防
護
壁
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
彼

ら
が
陸
軍
の
軍
法
と
懲
戒
に
な
お
服
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

大
法
廷
は
、
本
件
の
審
理
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
証
拠
は
モ
リ
ス
判
決
の
こ
の
結
論
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
と
思
料
す
る
。
軍

法
会
議
構
成
員
の
法
的
訓
練
の
欠
如
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
素
人
裁
判
官
が
裁
判
所
に
参
加
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
欧
州
人
権
条
約
第

六
条
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
想
起
す
る
。
ま
た
裁
判
所
は
法
曹
資
格
と
経
験
を
有
す
る
法
務
官
が
参
加
し
、
そ
の
指
示
を
構
成
員
は
尊
重
す

る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
。
以
上
か
ら
裁
判
所
は
、
通
常
構
成
員
の
独
立
性
は
そ
の
法
的
訓
練
の
欠
如
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
と

（490）
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は
な
い
と
考
え
る
。
次
に
、
本
件
で
は
軍
法
会
議
開
廷
に
当
た
り
構
成
員
に
配
布
さ
れ
る
指
示
書
（B

riefing N
otes

）
が
証
拠
と
し
て
提

出
さ
れ
た
。
モ
リ
ス
事
件
で
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
指
示
書
は
構
成
員
に
対
し
詳
細
で
段
階
を
経
た
指
針
を
提
供
し
て
い
る

し
、
軍
法
会
議
の
手
続
に
お
け
る
通
常
構
成
員
の
役
割
の
性
質
と
限
界
及
び
、
法
務
官
と
常
任
議
長
の
役
割
に
関
す
る
包
括
的
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
な
っ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
軍
法
会
議
に
任
命
さ
れ
、
法
曹
資
格
を
有
さ
ず
、
相
対
的
に
軍
法
会
議
で
の
経
験
に
乏
し

い
将
校
に
対
し
、
こ
の
指
示
書
は
不
可
欠
な
情
報
と
重
要
な
指
針
を
提
供
し
て
い
る
と
思
料
す
る
。
更
に
、
指
示
書
は
外
部
か
ら
の
影
響
ま

た
は
指
図
を
受
け
る
こ
と
な
く
独
立
に
任
務
を
果
た
す
必
要
性
と
、
そ
れ
を
実
際
に
行
う
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
特
定
の
状
況
に
お
い

て
ど
う
す
れ
ば
こ
れ
が
達
成
さ
れ
あ
る
い
は
損
な
わ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
実
際
的
か
つ
的
確
に
示
し
つ
つ
十
分
に
教
示
し
て
い
る
。
裁

判
所
は
、
こ
れ
ら
の
教
示
が
構
成
員
に
対
し
独
立
性
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
る
の
み
な
ら
ず
不
適
切
な
圧
力
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
へ
の
重

要
な
防
止
策
を
提
供
し
て
い
る
と
思
料
す
る
。

第
三
に
、
裁
判
所
は
、
軍
法
会
議
の
通
常
構
成
員
は
そ
の
司
法
的
決
定
作
成
に
関
し
て
懲
戒
の
対
象
と
さ
れ
え
な
い
と
い
う
政
府
の
声
明

を
最
も
重
要
と
認
定
す
る
。
ボ
イ
ド
事
件
判
決
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
軍
法
会
議
の
手
続
中
表
明
し
た
意
見
と
投
票
行
動
に
つ
い
て
の

公
表
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
こ
と
は
確
保
さ
れ
る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
裁
判
所
は
申
立
人
の
軍
法
会
議
の
通
常
構
成
員
の

独
立
性
に
は
十
分
な
保
障
が
な
さ
れ
て
い
た
と
認
定
す
る
。

審
査
機
関
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
審
査
が
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
有
利
に
の
み
働
く
と
い
う
こ
と
及
び
、
被
告
人
は
軍
法
会
議
控
訴
裁

判
所
へ
の
控
訴
権
を
完
全
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
、
軍
法
会
議
の
認
定
に
非
司
法
当

局
が
介
入
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
、
当
該
権
限
が
事
実
上
行
使
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
当
該
権
限
が
申
立
人
に

有
利
な
よ
う
に
の
み
行
使
さ
れ
う
る
の
か
否
か
を
問
わ
な
い
と
し
て
い
た
。
本
件
で
検
討
し
て
い
る
一
九
九
六
年
法
以
後
の
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
は
、
軍
法
会
議
は
評
決
に
至
り
か
つ
量
刑
を
決
定
す
る
。
個
人
が
審
査
機
関
に
申
立
を
行
う
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
審
査
機
関
は
自
動
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的
に
評
決
及
び
判
決
の
双
方
を
審
査
す
る
。
そ
の
後
、
個
人
は
評
決
及
び
判
決
に
つ
い
て
軍
法
会
議
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
審
査
機
関
は
評
決
及
び
量
刑
判
決
の
確
定
ま
で
の
過
程
の
一
部
分
を
構
成
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
裁

判
所
は
本
件
が
非
司
法
機
関
が
確
定
済
み
の
司
法
的
決
定
を
左
右
す
る
状
況
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
非
司
法
当
局
に
司
法
判
断
へ
の
介

入
権
限
を
与
え
て
い
る
刑
事
手
続
に
つ
い
て
裁
判
所
と
し
て
は
懸
念
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
軍
法
会
議
の
手
続
に
お
い
て
最
終
的
な

決
定
権
は
常
に
軍
法
会
議
控
訴
裁
判
所
と
い
う
司
法
当
局
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
。
軍
法
会
議
が
審
査
機
関
に
よ
る
評
価
を
見
越

し
て
量
刑
を
重
め
に
す
る
と
い
う
主
張
は
根
拠
が
な
い
。
更
に
、
軍
法
会
議
控
訴
裁
判
所
は
審
査
機
関
の
決
定
に
不
当
に
影
響
さ
れ
る
と
い

う
申
立
人
の
主
張
は
説
得
力
が
あ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
実
際
、
申
立
人
が
依
拠
し
て
い
る
国
内
事
件
に
お
い
て
は
、
同
控
訴
裁
判
所

が
審
査
機
関
の
量
刑
認
定
を
覆
し
て
い
る
。
以
上
に
よ
り
裁
判
所
は
、
審
査
機
関
の
役
割
は
軍
法
会
議
の
独
立
性
と
公
平
性
を
損
な
っ
て
は

い
な
い
と
認
定
す
る
。
結
論
と
し
て
、
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
の
違
反
は
な
い
。

４　

 

グ
リ
ー
ヴ
ス
対
英
国
事
件
（C
ase of G

rieves v. The U
nited K

ingdom
, A

pplication N
o. 57067/00, 

二
〇
〇
三
年
一
二
月

一
六
日
欧
州
人
権
裁
判
所
大
法
廷
判
決
）

　事
実申

立
人
は
英
国
海
軍
に
勤
務
。
一
九
九
八
年
六
月
一
八
日
、
一
九
五
七
年
海
軍
懲
戒
法
第
四
二
条
に
よ
り
傷
害
の
罪
で
訴
追
さ
れ
、
海
軍

軍
法
会
議
で
有
罪
判
決
（
禁
固
三
年
、
階
級
降
下
、
賠
償
金
七
〇
〇
ポ
ン
ド
等
）
を
受
け
た
。
軍
法
会
議
は
議
長
（
海
軍
大
佐
）、
四
人
の

海
軍
将
校
（
中
佐
、
少
佐
二
名
、
中
尉
）
及
び
法
務
官
（
中
佐
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
法
務
官
は
海
軍
法
律
顧
問
の
立
場
に
あ
る
海
軍
弁

護
士
（N

abal B
arrister.

海
軍
現
役
将
校
）
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
九
月
二
九
日
、
審
査
機
関
に
当
た
る
海
軍
委
員
会
は
、
海
軍
法
務
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監
（Judge A

dvocate of the F
leet. 

文
民
で
、
通
常
裁
判
官
が
任
命
さ
れ
る
。
彼
を
補
佐
す
る
海
軍
法
務
長
（C

hief N
aval Judge 

A
dvocate

）
と
併
せ
て
陸
・
空
軍
の
法
務
総
監
に
相
当
。
但
し
海
軍
法
務
長
は
現
役
将
校
）
の
助
言
を
得
て
、
軍
法
会
議
の
評
決
と
判
決
を

変
更
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。 一
九
九
九
年
六
月
三
〇
日
、 単
独
裁
判
官
の
軍
法
会
議
控
訴
裁
判
所
は
申
立
人
の
控
訴
を
棄
却
、 二
〇
〇
〇

年
一
月
二
〇
日
に
は
全
員
法
廷
が
棄
却
し
た
。

本
件
申
立
は
当
初
第
四
小
法
廷
に
係
属
し
た
が
、
ク
ー
パ
ー
事
件
と
同
じ
く
欧
州
人
権
条
約
第
三
〇
条
に
基
づ
き
大
法
廷
に
管
轄
が
委
譲

さ
れ
た
。

既
述
の
よ
う
に
、
海
軍
で
は
陸
・
空
軍
と
異
な
り
、
法
務
官
は
現
役
将
校
か
ら
選
任
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
海
軍
の
軍
務
の
特
殊
性
を
熟
知

す
る
者
が
軍
法
会
議
を
指
揮
・
助
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
者
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

法
務
官
の
任
命
の
仕
方
も
陸･

空
軍
と
は
異
な
る
。
現
役
将
校
で
あ
る
海
軍
法
務
長
が
、
海
軍
法
務
監
の
同
意
の
下
に
、
法
曹
資
格
を
得

て
五
年
以
上
の
海
軍
将
校
の
中
か
ら
法
務
官
に
任
ず
る
べ
き
者
を
選
定
し
名
簿
に
登
載
す
る
（ticketing

と
呼
ば
れ
る
）。“ticket ”

さ
れ

た
者
は
軍
務
を
退
く
場
合
と
自
発
的
に
辞
退
す
る
場
合
を
除
き
名
簿
に
登
載
さ
れ
続
け
、
文
民
裁
判
官
と
同
一
の
基
準
に
よ
る
以
外
に
解
任

さ
れ
な
い
。
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
は
一
定
の
経
験
を
積
ん
だ
後
、
厳
密
な
輪
番
制
に
よ
っ
て
事
件
を
取
り
扱
う
。
法
務
官
と
し
て
の
勤
務

は
一
人
あ
た
り
年
間
二
〇―

三
〇
日
程
度
で
あ
り
、
法
務
官
と
し
て
の
勤
務
に
特
別
の
手
当
は
な
い
。
軍
法
会
議
の
手
続
に
お
け
る
法
務
官

の
機
能
は
陸
・
海
軍
と
異
な
ら
な
い
。

判
決
要
旨

本
件
の
申
立
人
は
ク
ー
パ
ー
事
件
と
同
様
の
申
立
を
海
軍
軍
法
会
議
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。
海
軍
軍
法
会
議
は
あ
る
重
要
な
点
に
お
い

て
空
軍
の
シ
ス
テ
ム
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
裁
判
所
は
、
そ
の
相
違
が
結
論
の
相
違
に
つ
な
が
る
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
。

第
一
の
相
違
は
、
海
軍
の
訴
追
機
関
（P

rosecuting A
uthority

）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
海
軍
訴
追
機
関
は
そ
の
一
員
で
は
な
い
者
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も
含
む
海
軍
弁
護
士
（N

aval B
arrister

）
の
リ
ス
ト
か
ら
軍
法
会
議
の
訴
追
官
を
任
命
す
る
。
政
府
側
は
、
大
多
数
の
海
軍
軍
法
会
議
の

訴
追
官
は
実
際
に
は
訴
追
機
関
構
成
員
か
ら
任
命
さ
れ
て
お
り
、
本
件
も
そ
う
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
重
要
な
点
は
本
件

に
お
い
て
訴
追
官
が
ク
ー
パ
ー
事
件
の
場
合
と
同
様
に
訴
追
機
関
の
一
員
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
海
軍
裁
判
所
運
営
官
（T

he N
aval C

ourt A
dm

inistrating O
fficer

）
は
文
民
で
あ
り
（
陸
・
）
空
軍
の
裁
判
所
運
営
官
の

よ
う
な
現
役
将
校
で
は
な
い
。
政
府
側
は
海
軍
裁
判
所
運
営
官
が
海
軍
の
命
令
系
統
の
外
に
あ
る
こ
と
は
軍
法
会
議
の
独
立
性
を
更
に
保
障

す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
軍
法
会
議
の
手
続
に
文
民
が
関
与
す
る
こ
と
は
そ
の
独
立
性
と
公
平
性
に
資
す
る
と
い
う
こ

と
は
明
白
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
三
に
、（
陸
・
）
空
軍
が
地
方
軍
法
会
議
と
一
般
軍
法
会
議
を
備
え
て
い
る
の
に
対
し
海
軍
軍
法
会
議
は
一
つ
の
種
類
の
み
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
本
件
当
事
者
は
こ
の
こ
と
が
独
立
性
と
公
平
性
に
影
響
す
る
と
は
主
張
し
て
い
な
い
し
、
裁
判
所
も
そ
う
考
え
る
。

第
四
に
、
軍
法
会
議
常
任
議
長
の
ポ
ス
ト
は
海
軍
に
は
な
く
、
議
長
は
軍
法
会
議
の
招
集
ご
と
に
任
命
さ
れ
る
。
申
立
人
は
、
そ
の
結
果

と
し
て
全
て
の
海
軍
軍
法
会
議
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
招
集
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。
政
府
側
は
、
海
軍
で
は
軍
法
会
議
が
多
く
は
な
く
、
常
任
議

長
の
ポ
ス
ト
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
説
明
し
た
。
常
任
議
長
は
昇
進
の
可
能
性
は
な
い
か
わ
り
に
解
任
の
実
質
的
恐
れ
は
な
く
、
司
法
的

決
定
作
成
が
懲
戒
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
点
で
、
軍
法
会
議
の
独
立
性
に
重
要
な
貢
献
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
海
軍
は
そ
れ
を
欠
い
て

い
る
。

第
五
に
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
に
、
海
軍
の
法
務
官
は
現
役
将
校
で
あ
り
、
軍
法
会
議
に
同
席
し
て
い
な
い
と
き
は
通
常
の
海
軍
の

任
務
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
対
照
的
に
、
空
軍
の
法
務
官
は
文
民
で
あ
り
、
こ
れ
も
文
民
で
あ
る
法
務
総
監
の
下
で
フ
ル
タ

イ
ム
で
勤
務
し
て
い
る
。
申
立
人
は
、
こ
の
相
違
が
そ
れ
自
体
海
軍
軍
法
会
議
の
独
立
性
の
欠
如
を
結
論
す
る
に
十
分
な
証
拠
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。
法
務
官
の
司
法
的
決
定
作
成
に
つ
い
て
報
告
を
排
除
す
る
規
則
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
軍
務
が
司
法
的
任
務
と
そ
の
他
の
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任
務
に
真
に
分
離
さ
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
の
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
申
立
人
は
主
張
す
る
。
法
務
官
を
任
命
す
る
海
軍
法
務
長
は
現
役
軍

務
で
あ
り
、
文
民
で
あ
る
海
軍
法
務
監
は
軍
法
会
議
そ
の
も
の
に
は
関
与
し
な
い
。
政
府
側
は
、
現
役
法
務
官
は
（
陸
・
）
空
軍
の
文
民
法

務
官
に
比
べ
て
次
の
理
由
に
よ
り
遜
色
は
な
い
と
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
法
務
官
は
文
民
裁
判
官
か
ら
任
命
さ
れ
る
海
軍
法
務
監
の
同
意

を
得
て
初
め
て “ticket ” 

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
海
軍
法
務
監
に
よ
っ
て
の
み
、
か
つ
文
民
裁
判
官
と
同
一
の
基
準
に
よ
っ
て
の
み
解

任
さ
れ
る
。
法
務
官
は
法
務
官
と
し
て
の
任
務
遂
行
に
当
た
り
海
軍
法
務
総
監
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
い
、
当
該
任
務
は
懲
戒
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
。
法
務
官
は
そ
の
任
務
に
つ
い
て
手
当
を
受
け
ず
、
法
務
官
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
昇
進
や
給
与
に
影
響
は
な
い
。
法
務
官

は “ticketing ” 

に
よ
り
選
任
さ
れ
、
輪
番
制
で
軍
法
会
議
を
担
当
す
る
。“ticket ” 

さ
れ
た
法
務
官
は
無
期
限
に
そ
の
地
位
に
あ
る
の
で
、

事
実
上
の
身
分
保
障
が
あ
る
。
法
務
官
は
軍
法
会
議
構
成
員
と
別
に
着
席
し
、
彼
ら
と
の
接
触
は
（
判
決
の
審
議
を
除
き
）
公
開
の
法
廷
に

お
い
て
の
み
行
わ
れ
る
。

裁
判
所
は
、
空
軍
の
場
合
と
同
様
、
海
軍
法
務
官
が
軍
法
会
議
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
が
、
空
軍
と

は
異
な
り
、
海
軍
法
務
官
は
現
役
将
校
で
あ
り
、
無
期
限
で “ticket ” 

さ
れ
る
と
は
い
え
、
軍
法
会
議
に
は
時
々
に
関
与
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
政
府
は
文
民
た
る
海
軍
法
務
監
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
、
海
軍
法
務
監
は
軍
法
会
議
の
手
続
に
は
関

与
せ
ず
、
そ
の
主
た
る
任
務
は
当
該
手
続
に
つ
い
て
審
査
機
関
に
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
法
務
官
の “ticketing ” 

に
責
任
を
有

す
る
の
は
、
海
軍
法
務
監
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
は
い
え
、
海
軍
法
務
長
で
あ
る
。
更
に
、
裁
判
所
は
次
の
点
に
懸
念
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
軍
法
務
監
は
法
務
官
の
軍
法
会
議
指
揮
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
海
軍
法
務
長
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
軍

法
務
長
は
昇
進
に
つ
い
て
何
ら
の
権
限
も
有
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
自
身
高
級
現
役
将
校
で
あ
り
、
軍
の
法
律
職
に
現
役
将
校
を
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
人
事
上
の
責
任
を
有
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
法
務
官
の
司
法
上
の
能
力
に
関
す
る
海
軍
法
務
監
の
報
告
は
、
法
務

官
の
勤
務
を
評
価
す
る
立
場
に
あ
る
将
校
に
も
渡
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
そ
れ
は
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
か
も
し
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れ
な
い
が
、
法
務
官
は
本
件
の
軍
法
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
の
下
に
任
務
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
海
軍
法
務
官
の
地
位
は
海
軍
軍
法
会
議
の
独
立
性
に
つ
い
て
強
い
保
障
を
与
え
て
い
る
と
は
い
え
な

い
と
思
料
す
る
。

更
に
、
裁
判
所
は
、（
陸
・
）
空
軍
の
法
務
総
監
と
法
務
官
が
文
民
で
あ
る
の
に
対
し
て
海
軍
で
は
何
故
に
現
役
将
校
が
法
務
官
と
し
て

選
択
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
政
府
の
説
明
は
説
得
力
を
有
し
な
い
と
考
え
る
。
政
府
側
は
第
一
に
海
軍
の
場
合
軍
法
会
議
の
数
が
相
対
的

に
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
こ
の
こ
と
は
必
要
と
さ
れ
る
法
務
官
の
数
が
少
な
く
て
よ
い
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
政
府
は
ま
た
、
海
軍
将
校
で
あ
れ
ば
海
軍
の
独
特
の
用
語
、
慣
習
及
び
環
境
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
が
、
法
務
官
の
本
質
的
な
任
務
は
軍
法
会
議
の
合
法
性
と
公
正
性
を
保
障
し
、
法
的
観
点
か
ら
会
議
を
指

揮
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
海
軍
の
生
活
様
式
や
用
語
に
つ
い
て
の
詳
細
な
知
識
が
何
故
に
必
要
と
さ
れ
る
の
か
理
解
し
が
た
い
。
特
に
本
件

の
場
合
、
申
立
人
が
訴
追
さ
れ
て
い
る
犯
罪
は
傷
害
と
い
う
通
常
の
刑
事
犯
罪
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
裁
判
所
は
、
文
民
法
務
官
が
、

文
民
裁
判
で
裁
判
官
が
複
雑
な
専
門
的
証
拠
に
つ
い
て
感
じ
る
以
上
の
困
難
を
海
軍
の
用
語
や
慣
習
に
つ
い
て
感
じ
る
と
は
思
え
な
い
。
政

府
は
ま
た
海
軍
の
軍
法
会
議
シ
ス
テ
ム
は
海
軍
と
い
う
も
の
の
機
動
的
な
性
質
の
た
め
に
「
柔
軟
」
で
「
臨
機
応
変
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
も
主
張
し
た
。
従
っ
て
海
軍
法
務
官
は
、
赴
く
べ
き
場
所
に
い
つ
で
も
赴
け
る
こ
と
、
海
上
で
の
任
務
の
困
難
と
危
険
に
対
し
て
対
処

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
。
し
か
し
、
政
府
の
説
明
に
よ
れ
ば
一
九
八
六
年
以
来
海
軍
軍
法
会
議
は
実
際
上
、
犯
罪
地
の
如
何
に
関

わ
ら
ず
陸
上
の
二
箇
所
の
裁
判
セ
ン
タ
ー
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
と
プ
リ
マ
ス
）
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
関
係
が
な

い
と
認
定
す
る
。
よ
っ
て
、
法
務
官
と
い
う
中
心
的
な
役
割
を
担
う
機
関
に
現
役
将
校
を
あ
て
て
い
る
こ
と
は
、
陸
・
空
軍
に
お
い
て
は
存

在
し
て
い
る
軍
法
会
議
の
独
立
性
の
重
要
な
保
障
の
一
つ
を
海
軍
軍
法
会
議
か
ら
失
わ
せ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
政
府
は
説
得
力
の

あ
る
説
明
を
行
っ
て
い
な
い
。

（496）
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第
六
に
、
裁
判
所
は
、
海
軍
軍
法
会
議
構
成
員
に
送
付
さ
れ
る
指
示
書
は
、
ク
ー
パ
ー
事
件
に
お
い
て
検
討
し
た
空
軍
の
指
示
書
に
比
べ

詳
細
で
な
く
、
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
不
適
切
な
外
部
か
ら
の
影
響
か
ら
軍
法
会
議
構
成
員
の
独
立
を
守
る
の
に
実
効
性
を
欠
く
と
考
え

る
。以

上
に
よ
り
裁
判
所
は
、
ク
ー
パ
ー
事
件
に
お
い
て
評
価
し
た
空
軍
の
軍
法
会
議
シ
ス
テ
ム
と
本
件
の
海
軍
の
そ
れ
と
の
相
違
は
、
申
立

人
の
、
一
九
九
六
年
法
の
下
で
招
集
さ
れ
た
海
軍
軍
法
会
議
の
独
立
性
と
公
平
性
に
関
す
る
異
議
が
客
観
的
に
正
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
を

正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
定
す
る
（
全
員
一
致
）。

註（
18
）　

C
ase of Findlay v. T

he U
nited K

ingdom
, R

eports of Judgm
ents and D

ecisions 1997-I, para. 59.

（
19
）　

Ibid., para. 73.

（
20
）　

Ibid., para. 79.

（
21
）　

欧
州
人
権
条
約
第
三
〇
条
。

三　

検
討

欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
裁
判
所
の
独
立
性
・
公
平
性
の
基
準
を
、
判
例
の
中
で
次
の
よ
う

に
設
定
し
て
い
る
。

・
独
立
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
成
員
の
任
命
に
お
い
て
外
部
か
ら
不
当
な
影
響
力
が
行
使
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
構
成
員
に
対
す
る
外

部
か
ら
の
圧
力
に
対
す
る
防
壁
（
身
分
保
障
を
含
む
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
当
該
機
関
が
独
立
の
外
観
を
有
し
て
い
る
こ

（497）
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と
。・

公
平
性
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
偏
見
に
基
づ
い
た
判
断
を
行
わ
な
い
こ
と
（
主
観
的
側
面
）、
及
び
、
公
平
性
に
関
す
る
疑
義
を
排

除
す
る
に
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
客
観
的
側
面
）。
公
平
性
の
客
観
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
人
権
裁
判
所
は
、
独
立
性
の

保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
公
平
性
に
対
す
る
疑
義
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
に
し
て
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
し

て
、
独
立
性
と
併
せ
て
検
討
す
る
と
い
う
手
法
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
公
平
性
の
主
観
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
及
び
陪
審
員
の
個
人

的
公
平
性
は
反
証
の
な
い
限
り
推
定
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お（
悪
）り
、
こ
の
意
味
で
の
公
平
性
の
欠
如
が
認
定
さ
れ
る
の
は
そ
れ
が
か

な
り
の
程
度
明
白
な
場
合
に
限
ら
れ（
握
）る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
稿
で
掲
げ
た
一
連
の
判
決
に
お
い
て
は
、
公
平
性
の
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
問

題
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
独
立
性
の
諸
基
準
と
の
両
立
性
が
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
に
お
け
る
違
反
認
定
に
つ
い
て
は
、
右
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
殆
ど
反
論
の
余
地
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
曹
で

は
な
い
現
役
将
校
で
あ
る
招
集
官
が
事
実
上
確
認
官
を
兼
ね
、
確
認
官
に
よ
る
確
認
な
く
し
て
は
軍
法
会
議
の
判
断
は
有
効
と
さ
れ
な
い
と

い
う
当
時
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
軍
法
会
議
は
、
非
司
法
機
関
に
よ
っ
て
そ
の
判
断
の
有
効
性
を
左
右
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
裁
判
所

と
し
て
の
独
立
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
結
論
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
結
論
は
、
人
権
裁
判
所
が
法
の
支（
渥
）配
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
位
置

づ
け
て
い
る
、
法
的
確
実
性
（legal certainty

）
の
観
点
か
ら
も
導
き
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
法
的
確
実
性
が
論
点
と
な
っ
た

事
件
と
し
て
、
ブ
ル
マ
レ
ス
ク
対
ル
ー
マ
ニ
ア
事（
旭
）件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
申
立
人
は
社
会
主
義
政
権
時
代
に
不
法
に
収
用
さ

れ
た
家
屋
の
所
有
権
確
認
訴
訟
で
勝
訴
の
確
定
判
決
を
得
た
が
、
後
に
検
事
総
長
（P

rocurator-G
eneral

）
か
ら
最
高
裁
判
所
に
無
効
の

請
求
が
提
起
さ
れ
認
め
ら
れ
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
一
九
九
三
年
民
事
訴
訟
法
は
、
一
旦
確
定
し
た
判
決
に
つ
い
て
、
一
定
の
理
由
が
あ
る
場

合
検
事
総
長
が
最
高
裁
判
所
に
そ
の
無
効
を
請
求
し
得
る
と
い
う
規
定
を
お
い
て
お
り
、
検
事
総
長
の
行
動
は
そ
れ
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
っ
た（
葦
）が
、
人
権
裁
判
所
は
、
検
事
総
長
が
既
に
確
定
し
て
い
る
判
決
に
つ
い
て
全
く
期
限
の
限
定
な
く
無
効
請
求
で
き
る
と
い
う
制
度
は

（498）
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法
的
確
実
性
を
欠
く
と
し
て
欧
州
人
権
条
約
第
六
条
一
項
違
反
を
認
定
し（
芦
）た
。
こ
の
事
件
で
は
一
旦
確
定
し
た
判
決
が
期
限
の
限
定
な
く
覆

さ
れ
る
可
能
性
が
問
題
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
で
は
判
決
が
非
司
法
機
関
の
決
定
な
く
し
て
は
確
定
さ
れ
な
い
こ
と
が

問
題
で
あ
っ
た
点
、
両
事
件
の
状
況
は
異
な
る
が
、
裁
判
所
が
一
旦
最
終
的
決
定
を
行
っ
た
か
ら
に
は
そ
の
判
断
は
問
題
と
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
法
的
確
実
性
の
原
則
の
違
反
は
、
両
事
件
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
判
決
と
同
旨

の
判
決
と
し
て
、
コ
イ
ン
対
英
国
事
件
（
一
九
九
七
年
九
月
二
四（
鯵
）日
）、
フ
ー
ド
対
英
国
事
件
（
一
九
九
九
年
二
月
一
八（
梓
）日
）
両
判
決
が
あ

る
。フ

ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
他
を
受
け
て
改
正
さ
れ
た
陸
・
空
軍
の
制
度
の
下
で
、
な
お
条
約
違
反
認
定
が
行
わ
れ
た
の
が
モ
リ
ス
事
件
で
あ

る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
常
任
議
長
以
外
の
軍
法
会
議
構
成
員
が
、
法
的
訓
練
を
経
て
い
な
い
将
校
の
中
か
ら
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
任
命
さ

れ
、
任
務
終
了
後
は
各
々
の
軍
務
に
復
す
る
こ
と
、
彼
ら
が
陸
軍
の
軍
規
と
懲
戒
に
服
し
、
外
部
か
ら
の
影
響
力
に
服
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
制
定
法
上
そ
の
他
の
措
置
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
照
ら
し
て
、
軍
法
会
議
の
独
立
性
へ
の
疑
義
が
払
拭
で
き
な
い
と
し
、

ま
た
非
司
法
機
関
で
あ
る
審
査
機
関
が
軍
法
会
議
の
判
断
を
破
棄
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
と
同
様
の
理
由

で
軍
法
会
議
の
独
立
性
を
損
な
っ
て
い
る
と
判
示
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
英
国
の
国
内
裁
判
所
か
ら
批
判
が
な
さ

れ
、
ク
ー
パ
ー
事
件
に
お
い
て
は
人
権
裁
判
所
が
大
法
廷
判
決
に
よ
り
判
断
を
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
常
任
議
長
以
外
の
軍
法
会
議
構
成
員

の
独
立
性
に
関
し
て
は
、
ク
ー
パ
ー
事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
新
証
拠
と
し
て
軍
法
会
議
構
成
員
に
配
布
さ
れ
る
指
示
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

が
判
断
変
更
の
要
素
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
指
示
書
の
内
容
が
、
独
立
性
維
持
の
た
め
の
軍
法
会
議
構
成
員
の
行
動
指
針
を
詳
細
に
示

す
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
モ
リ
ス
事
件
判
決
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
指
示
書
な
る
新
証
拠
の
提

出
が
必
然
的
に
判
断
の
変
更
を
も
た
ら
し
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
か
ろ
う
。
同
判
決
で
裁
判
所
（
小
法
廷
）
が
問
題
と
し
て
い
た
の
は
、

軍
法
会
議
構
成
員
が
法
的
訓
練
を
経
て
い
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
独
立
性
を
担
保
す
る
制
度
的

0

0

0

裏
付
け
が
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
指
示

（499）
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書
は
軍
法
会
議
構
成
員
が
自
ら
独
立
性
を
損
な
う
行
動
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
独
立
性
を
制
度
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
証
拠
が
決
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
ボ
イ
ド
事
件
に
お
け
る
英
国
貴
族
院
ロ
ジ
ャ
ー
判
事

の
判
決
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
エ
ン
ゲ
ル
事
件
等
の
裁
判
所
自
身
の
判
例
と
の
不
整
合
性
が
認
識
さ
れ
た
結
果
の
判
断
変
更
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
審
査
機
関
の
存
在
が
独
立
性
を
損
な
う
と
い
う
モ
リ
ス
事
件
判
決
の
判
断
は
、
フ
ィ
ン
ド
レ
イ
事
件
判
決
と
同
じ

く
、
非
司
法
機
関
が
司
法
機
関
の
判
断
を
覆
す
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ク
ー
パ
ー

事
件
の
大
法
廷
は
、
審
査
機
関
の
権
限
を
詳
し
く
検
討
し
、
控
訴
が
制
限
な
く
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
モ
リ
ス
判
決
が

適
切
で
な
か
っ
た
こ
と
を
明
確
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ク
ー
パ
ー
事
件
と
同
日
に
大
法
廷
が
下
し
た
グ
リ
ー
ヴ
ス
事
件
判
決
で
は
、
海
軍
軍
法
会
議
に
つ
い
て
条
約
違
反
が
認
定
さ
れ
た
。
海
軍

軍
法
会
議
が
陸
・
空
軍
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
と
さ
れ
た
の
は
、
法
務
官
が
法
曹
資
格
者
と
は
い
え
現
役
将
校
か
ら
選
任
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
海
軍
の
場
合
、
時
に
艦
上
で
軍
法
会
議
を
開
く
必
要
性
も
生
ず
る
こ
と
か
ら
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
条
約
違
反

認
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
日
実
際
の
軍
法
会
議
は
す
べ
て
特
定
の
裁
判
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、

裁
判
所
の
判
断
は
極
め
て
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
但
し
、
右
の
よ
う
な
海
軍
の
特
殊
事
情
が
実
際
に
も
存
在
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ

た
と
し
て
も
違
反
認
定
が
導
か
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

最
後
に
、
以
上
の
経
緯
を
総
合
し
て
、
軍
法
会
議
の
独
立
性
に
関
し
て
欧
州
人
権
裁
判
所
の
採
っ
て
い
る
基
準
を
整
理
し
て
本
稿
を
閉
じ

た
い
。

一　

軍
法
会
議
等
特
別
裁
判
所
が
審
理
を
行
う
こ
と
自
体
は
直
ち
に
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
に
当
た
る
わ
け
で
は
な（
圧
）く
、
そ

の
公
正
性
は
条
約
第
六
条
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
る
。

二　

軍
法
会
議
の
独
立
性
・
公
平
性
は
、
そ
の
構
成
員
の
中
に
、
ま
た
は
そ
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
た
ち
で
審
理
に
参
加
す
る
者
の

（500）
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中
に
法
的
訓
練
を
経
た
者
が
含
ま
れ
な
い
場
合
、
認
め
ら
れ
な
い
。

三　

軍
隊
構
成
員
で
な
い
法
曹
が
軍
法
会
議
に
関
与
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
独
立
性
・
公
平
性
の
保
障
に
は
疑
義
が
生
ず
る
。

四　

軍
法
会
議
構
成
員
が
軍
隊
構
成
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
者
の
判
断
が
上
級
指
揮
官
か
ら
の
影
響
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
、
軍
法
会
議

構
成
員
と
し
て
の
行
動
が
懲
戒
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
制
度
的
な
保
障
が
存
在
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ

れ
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
実
上
右
の
こ
と
が
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
れ
ば
条
約
違
反
の
認
定
に
は
至
ら
な
い
。

五　

法
的
確
実
性
の
保
障
は
軍
法
会
議
に
つ
い
て
も
厳
格
に
要
求
さ
れ
る
。

六　

軍
法
会
議
が
軍
隊
構
成
員
の
通
常
犯
罪
に
管
轄
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
特
に
問
題
と
は
し
て
い
な
い

が
、
国
連
で
の
議
論
で
は
軍
事
裁
判
所
の
管
轄
は
軍
隊
構
成
員
に
よ
る
軍
事
犯
罪
に
限
る
べ
き
で
あ
る
と
も
論
じ
ら
れ
て
い（
斡
）る
。
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よ
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た
全
体
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